
                                  授業のルール 説明原稿（話す用） 

次に、授業のルールについて話します。 

授業は、みんなで学び合い、成長していく時間です。 

一人ひとりがきちんとルールを守ることで、 

クラス全体が集中できる空気が生まれます。 

 

まず一つ目。 

     きちんと手を挙げて意見を言うこと。 

思いついたときに勝手にしゃべると、他の人の意見が聞こえなくなってしまいます。 

授業は「みんなで話を聞き合う時間」です。 

必ず手を挙げて、先生に指名されてから話しましょう                                           

 

二つ目。 

     先生に名前を呼ばれたら、しっかり返事をすること。 

呼ばれたときに反応がないと、授業の流れが止まってしまいます。 

「はい」と元気に返事をすることで、気持ちのよい雰囲気が生まれます    

 

三つ目。 

     意見を言っている人の方に体を向けて聞くこと。 

聞く姿勢は、相手への「敬意」です。 

体を相手に向けて話を聞くことで、話す人も安心して意見を言えます。 

クラスの雰囲気をつくるのは、話す人だけでなく「聞く人」でもあります   

 

四つ目。 

     ノートは両手で、相手が見やすいように渡すこと。 



片手でポイッと渡すのではなく、 

両手で相手の方を向けて渡すことで、丁寧なやりとりが生まれます。 

ちょっとしたことですが、クラスの空気を温かくする大事なマナーです      

 

五つ目。 

     黒板は先生の許可がないときは書かないこと。 

黒板はみんなの学びのためのスペースです。 

勝手に書くと、混乱が起きたり、授業の流れが乱れてしまいます。 

「書いていい？」とひとこと確認することを大事にしましょう      

 

この５つのルールは、 

             授業に集中するため 

              互いを尊重するため 

    みんなで気持ちよく学ぶため 

の基本です。 

クラス全員で守って、最高の授業空間をつくっていきましょう！ 

 


